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　日本沙漠学会第 33回学術大会が，足寄町民センターにおいて，2022年 6月 11日（土）～12日（日）に開催されました．
また本大会公開シンポジウムは，「放牧酪農と SDGs」と題して，足寄町民センターを会場にて行われました．

第 33 回学術大会

期日：2022 年 6月 11日（土）～12日（日）
場所：北海道足寄町民センター
プログラム
6月 11日（土） 6月 12日（日）
　研究発表会・口頭発表 　エクスカーション
　総会 　（足寄町北野牧場・石田めん羊牧場見学）
　公開シンポジウム 　（帯広市ますやパン 麦音見学）
　研究発表会・ポスターセッション（オンライン）
　懇親会

学術大会の概要

本大会では，新型コロナウイルス感染防止対策として，会場とオンラインによるハイブリッド方式で研究発表会を
行い，口頭発表はオンサイトのみ 13件の発表があり，オンラインポスター発表は 6件がなされました．オンサイト
の口頭発表も Zoomによるオンライン同時配信を行いました．
研究対象地は，モンゴル 3件，中国 2件，ジブチ 2件，オーストラリア 2 件，アルジェリア 1件，モーリタニア 1件，
エチオピア 1件，ウガンダ 1件，ボツワナ 1件，アフリカ全域 1件，パレスチナ 1件，イラン 1件，ウズベキスタン 1件，
日本 1件，ミャンマー 1件，インドネシア 1件，その他場所を特定しないもの 3件と，多様な地域での研究成果が発
表されました．
オンサイト参加者数は 48名（うち学生会員 10名，会員以外 2名），オンライン参加者は 53名の最大同時アクセス
を数えました．なお，次回の学術大会開催地は，宮崎大学（2023年 5月 27日（土）～28日（日））となります．

学会賞

2022 年度日本沙漠学会賞は，残念ながら該当者がいませんでした．

ベストポスター賞 

ベストポスター賞には，鳥取大学の山崎由理会員の「林間放牧における放牧地への環境影響評価」が受賞しました．

【ベストポスター賞受賞者のコメント】

今回が初めての参加にも関わらず，このような賞をいただけたことをありがたく思います．
私も帯畜出身ですので，足寄町は懐かしかったです．今回は都合が合わずに，現地参加できなかったことがとても

残念でした．また，企画シンポジウムでは勉強させていただくことがとても多く，「放牧」の素晴らしさを再認識す
るとともに，放牧研究に携われることを誇りに感じました．放牧についてはまだまだ初心者ではありますが，これか
らも私なりに調査を進めて，放牧の素晴らしさを拡めていきたいと思いますので，皆さま何卒よろしくお願いいたし
ます．

山崎

日本沙漠学会・第 33 回学術大会（北海道大会）－ 報告（大会運営委員会報告）
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公開シンポジウム

テーマ：「放牧酪農と SDGs」

演題 1「放牧酪農と SDGs―北海道足寄郡足寄町を事例として―」

演者：帯広畜産大学　平田昌弘教授

概要　①はじめに：乳牛を飼養する経営としては，放牧，つなぎ飼い，フリーストール ， バーン ストール などの
形態がある．いずれにも利点と欠点とがあり，いずれかが正解・不正解であるというような経営で は ないところ
が酪農の面白さであり，難しさであり，醍醐味である． 今回は，放牧酪農の事例を通じて，その魅力と可能性， 地
域創生のために求められている課題 について共に考えてみたい．②なぜ足寄で放牧酪農なのか：人口減少 トレン
ドと地域創生の不可欠性；丘陵地帯に立地；地方都市から遠隔地に立地；「放牧酪農推進の街宣言」（ 2004年 6月 

15日）．③放牧酪農の魅力と足寄という地域の魅力：【放牧酪農の魅力】として　・経営改善：・Low Input and Low 

outcome，・自給飼料の供給向上経営改善，資源循環；・魅力ある創造性に満ちた酪農経営：新規就農者の継続的な
参画；・ゆとり時間の創出のしやすさ：地域交流の可能性を開く；・美しく豊かな景観形成；【足寄という地域の魅
力として】　・地域の豊かな資源：天然生林，阿寒・摩周国立公園，化石発掘，石灰華半ドーム，ラワンブキなどが
ある；・育つ職人：チーズ工房，パティシエ，イタメシ；・交流に理解のある施設：宿泊施設，交流の場．④放牧
酪農の課題と足寄という地域の課題：【放牧酪農の課題】・季節性：暑熱・寒冷ストレス を受け易い，・乳房炎への影
響，栄養状態，・害虫被害を受け易い．【足寄という地域の課題】・地域の豊かな資源の観光資源化，・共通価値の創造：
多様なステークホルダー（異形態の酪農経営・異業種を繋ぐ）．⑤ SDGsの視点からの放牧酪農の課題 ヨーロッパア
ルプス の事例として　・SDGsが問うていること： 統合された相互に依存し合う経済的・社会的・環境的持続可能
性，・地域社会との信頼関係，・バリューチェーンの構築，・共通価値の創造 CSV: Creating Shared Value，・【放牧酪農
の課題】： 多様なステークホルダー 間 での価値創造→〈互いに語り合う〉〈新しい価値を想像するというイニシアティ
ブと楽しさ〉，・山地だからこそ，遠隔地だからこそ放牧酪農が地域創生の原動力となりえる CSVがキーである．

受賞したポスターのWeb展示と質疑応答コメント

学会賞 

2022 年度日本沙漠学会賞は，残念ながら該当者がいませんでした． 

ベストポスター賞  

ベストポスター賞には，鳥取大学の山崎由理氏の「林間放牧における放牧地への環境影響評価」が受賞しました． 

 【ベストポスター賞受賞者のコメント】 

今回が初めての参加にも関わらず、このような賞をいただけたことをありがたく思います。 

私も帯畜出身ですので、足寄町は懐かしかったです。今回は都合が合わずに、現地参加できなかったことがとても残念で

した。また、企画シンポジウムでは勉強させていただくことがとても多く、「放牧」の素晴らしさを再認識するとともに、放牧研

究に携われることを誇りに感じました。放牧についてはまだまだ初心者ではありますが、これからも私なりに調査を進めて、

放牧の素晴らしさを拡めていきたいと思いますので、皆さま何卒よろしくお願いいたします。 

山崎 
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演題 2「牛と共に育む放牧酪農」

演者：北海道足寄郡足寄町北野牧場　北野　紘平様

北野牧場の概要　飼養頭数 45頭（経産牛 38頭）：ジャージー種，ブラウンスイス種，ホルスタイン種，交雑種；
草地面積 62㌶（放牧地 22㌶兼用地 26.5㌶採草地 13.5㌶），飼養形態放牧主体（夏期昼夜放牧定置放牧），労働力家族
経営（夫婦）で年間出荷乳量 220t，その他自家授精，草地更新なし，農薬化学肥料なし，完熟堆肥散布．【飼養施設】
牛舎：　20頭スタンチョン対尻式；バンクリーナーなし，夏は搾乳舎として，冬期は夜間のみ繋留（20頭），通年，
入替え搾乳．フリーバーン：　主に冬期に利用，搾乳牛，乾乳牛，育成牛（授精適期～）．給餌小屋（フリーバーン内）：　
乾草，ラップサイレージ給与専用（トラクター使用）．仔牛ハッチ：　約 5頭分（牛舎内自作）．育成スペース：　牛
舎内と外に 2カ所，約 6頭分共に自作．倉庫：　乾草，機械を保管．所有機械：　ミルカー 4台（新品），バルククー
ラー 2,500L（中古），トラクター 2台（中古 125馬力，79馬力），牧草収穫作業機 1式（中古），マニアス，ブロキャ
ス，トレーラー（中古），ミニユンボ，軽トラ，溶接機．　飼養管理：　【夏期】　定置放牧を行い，補助飼料：ビー
トパルプ（5㎏） 大麦（1㎏），5～6月放牧専用地（22ha），7～10月兼用地放牧（48ha）；【冬期】　牛舎繋留とフリーバー
ン利用，低水分ロールラップ乾草，ビートパルプ（5㎏） 大麦（1㎏），敷料麦稈（冬期は，3日に 1本）．草地管理：　
4月放牧慣らし，5月完熟堆肥散布牧柵・牧道補修，兼用地を閉める（スプリングフラッシュ），6月下草刈り，7月
1番草収穫兼用地放牧，8月アザミ刈り，9月牧柵・牧道補修整備，10月ロール給与開始．定置放牧とは ･･･
放牧期間中，大牧区で放牧を継続して行う事である．定置放牧のメリットは牛が自由に行動，採食できる，電牧の

張り替えが少ない，シンプル．定置放牧のデメリットは採食量が分かりにくい，放牧地の面積が必要，牛舎近くの牛
道の整備が必要．

演題 3「放牧酪農による持続的な地域の発展」　

酪農学園大学　荒木和秋　名誉教授

概要　世界的に展開している工場式畜産（CAFO）は環境問題を深刻化させているが，それらの問題を解決するの
が自然共生型畜産＝放牧である．①北海道酪農の展開と現状：北海道に本格的な酪農が導入されたのは 150年前か
らである．その後，昭和初期の大冷害対策として根釧地域における畑作から酪農への転換，さらに戦後における様々
な酪農振興策により酪農は進展した．大きな成長は，60～70年代の草地開発によるところが大きいが，80年代以降
はもっぱら輸入飼料に支えられ，生産の主体は大規模層に移行していく．その中でも近年，工場式酪農が大きく進展
するものの，2021年以降，新型コロナによる牛乳需要の減少や，飼料などの生産資材の高騰により大規模経営は苦
境に立たされている．②世界の家畜の飼養形態：　世界の酪農は多くが家族経営によって担われ，飼養形態は通年放
牧，夏期放牧，通年舎飼いに区分され風土と飼料基盤に立脚している．しかし，近年，風土や土地基盤と切り離され
た CAFOが急速に進展している．CAFOは家畜の短命化を招きかつ大量の糞尿の排出による環境汚染で住民の健康被
害を引き起こしている．さらに，飼料確保のために南米等での森林開発や草地転換による飼料生産によって地球環境
問題も引き起こしている．③畜産を巡る世界の潮流の大転換：しかし，世界はカーボンニュートラルに大きく舵を切
り，農業分野においても EUはファーム toフォークで資材投入の大幅な削減を打ち出し，日本政府もみどりの食料
システム戦略で追随している．SDGｓも環境対策の大きな動きになっているが，アニマルウェルフェアが欠落して
いる．そこで薬剤耐性菌の増加に対して人・動物・環境の健康問題を一緒に解決する One Health（ワンヘルス）の
取り組みが米国を中心に日本でも広がっている．④ニュージーランド酪農とオランダ酪農：　放牧は家畜を牛舎から
解放するアニマルウェルフェアそのものであり，牧草の成長に合わせた季節繁殖による放牧酪農が全国で展開してい
る．EUの最大の農産物輸出国であるオランダでは，寒冷気候でありながら年間 120日の放牧を 8割の酪農が実践さ
れている．⑤足寄町における放牧の成功と季節繁殖：足寄町の酪農家は放牧の意義を理解し集約放牧事業に取り組み
成功した．その成功を受けて新規就農者が毎年足寄町に定着している．NZを訪問した酪農家や体験した新規就農者
が放牧技術を深化させている．季節繁殖は他地区でも取り組まれ成果を上げている．⑥放牧は地域の持続的発展に貢
献する：足寄町の放牧酪農の成功は，後継者の就農を増やし，また新規就農者の増加によって子供の数を増加させ学
校など地域を活性化させている．足寄という風土に立脚した自然共生型畜産である放牧は，牛，人，経営，地域，環
境を健康にする持続的生産方式である．

懇親会

公開シンポジウム終了後，足寄町ハスカップ園にて学会関係者 40名，地元関係者 10名，計 50 名の参加者によるガー
デニング会場で立食形式での「地元足寄町の食材をふんだんに使ったバーベキュー」の懇親会が行われました．あい
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にく大雨の天気でしたが，皆さん美しいハスカップ園のガーデンの中庭で足寄湖の綺麗な風景を感じながら，石田め
ん羊牧場のラム肉，シカ肉，ホタテ，全国チーズコンテストでグランプリ金賞に輝いたチーズ，季節の野菜などをふ
んだんに使った バーベキューやチーズケーキを楽しみました．

エクスカーション

学術大会次日の 12日に，北海道足寄郡足寄町茂喜登牛に位置する北野牧場を訪問し，家畜感染症対策のためにブー
ツを履いて牧場を散策し，代表の北野絋平氏から放牧ウシの行動と牧草の利用について説明を受けました．その後，
貸切バスの中で一般社団法人びびっどコラボレーションの櫻井光雄様と坂本秀文様の説明を受けながら足寄町の石田
めん羊牧場に向かい家畜感染症対策のためにブーツを履き，代表の石田直久氏の説明を受けながらヒツジの放牧地を
散策しました．「石田めん羊牧場」は，2001年新規就農で始めた足寄町の羊牧場です．夫婦 2人だけで経営するヒツ
ジだけを放牧する小規模な牧場です．
また帰路の途中昼食場所として，帯広市ますやパン（麦音）を訪れ，小麦畑のある敷地内で昼食を取りながら満寿

屋商店店長の杉山雅則氏の説明を受けました．ますやパン（麦音）はパン屋として日本一の面積の敷地をもちます．
販売されているパンが，100％十勝産の小麦でできた焼きたてパンであることを知りました．

【第 33回日本沙漠学会学術大会実行委員会委員長　星野仏方】

北野牧場での集合写真

石田めん羊牧場で石田代表の説明を受ける

 

北野牧場で集合写真 

 

 

北野牧場で集合写真 

 



OASIS 32 (1) 2022  vi

企画シンポジウムでの発表の様子（足寄町は平成 16年 6月
15日に「放牧酪農推進のまち」宣言をした日本一放牧酪農を
推進している町であることが強調された）

企画シンポジウムの会場の様子

懇親会場のハスカップ園（https://www.town.ashoro.hokkaido.jp/kanko/about/folder/ashoro_stories.html）

石田めん羊牧場で石田代表の説明を受けている様子 

 

 

企画シンポジウムでの発表の様子（足寄町は平成１６年６月１５日に「放牧酪農推進のまち」宣言をした日本一放牧酪農を

推進している町であることが強調された） 

 

企画シンポジウムの会場の様子 

 

懇親会場のハスカップ園（https://www.town.ashoro.hokkaido.jp/kanko/about/folder/ashoro_stories.html） 

 

 

企画シンポジウムの会場の様子 

 

懇親会場のハスカップ園（https://www.town.ashoro.hokkaido.jp/kanko/about/folder/ashoro_stories.html） 

 

2022年 6月 11日（土）12：45～，北海道足寄町町民センター多目的ホールおよび Zoomミーティング会場のハイ
ブリッド形式で，総会が開催された．正・名誉会員数 203名に対しオンライン出席者 41名，委任状 27名，合計 68

名で定足数（1 /3 以上）を満たし総会が成立したことを確認した．総会の開催にあたり森尾会長から挨拶があり，藤
巻会員を議長に選出・承認の後，議事を進行した．島田総務担当理事より 2021 年度事業報告，続いて高橋財務担当
理事より決算報告，そして渡邉監事より会計監査報告が各々説明され，その後承認された．また，2022 年度事業計
画（案）・予算（案）について島田理事および高橋理事から，それぞれ説明がなされ，承認された．また，学会賞の
一つ「奨励賞」の対象範囲を広げる内規改正がなされたことについての報告がなされた．

2022 年度日本沙漠学会総会報告
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１１．．22002211 年年度度事事業業経経過過・・決決算算・・会会計計監監査査報報告告  
（（11））22002211 年年度度事事業業報報告告  

11））会会務務報報告告  
a．会員   2022 年 3 月 31 日現在，会員数は以下の通り． 

名誉会員：   4 名       
正会員 ： 203 名（入会 9 名，退会 14 名） 
学生会員：  22 名（入会 9 名，退会 13 名）      
賛助会員：   4 社 
購読会員：   5 機関 
 

b．会議 

 （a）日本沙漠学会 2021 年度総会 

・2021 年 5 月 30 日（日），10：00～，Zoom ミーティング会場において，総会

が開催された．総会の概要を「おあしす」No. 114（2021 年 6 月）に掲載した．  
 （b）評議員会（第 34 回） 

・2021 年 4 月 10 日（土）15：00～16：30，Web 会議により開催された．議

事概要を「おあしす」No. 114（2021 年 6 月）に掲載した． 
 （c）理事会 

・第 149～152 回理事会を開催した．第 149 回議事録を「おあしす」No. 114（2021
年 6 月）に，第 150 回議事録を「おあしす」No. 115（2021 年 9 月）に，第

151 回議事録を「おあしす」No. 116（2021 年 12 月）に，第 152 回議事録を

「おあしす」No. 117（2022 年 3 月）に各々掲載した． 
  （d）編集委員会 

・沙漠研究 Vol. 31 No. 1～Vol. 31 No. 4 を編集し発行した． 
・メール会議によって委員会内における審議を行った． 

（e）学会賞審査委員会 

・2021 年度の学会賞審査委員会をメール会議により行った．  
（f）学会会員数減少への対策検討委員会 

・委員会内においてメールにより情報交換を行った． 
 

22））刊刊行行物物  
a．日本沙漠学会誌「沙漠研究」 

・Vol. 31 No. 1（2021 年 6 月），Vol. 31 No. 2（2021 年 9 月）， 
 Vol. 31 No. 3（2021 年 12 月），Vol. 31 No. 4（2022 年 3 月） 
※J-STAGE による電子版の公開と年度末の合本号冊子の発行 

b．ニューズレター「おあしす」 

・No. 114（2021 年 6 月），No. 115（2021 年 9 月） 
No. 116（2021 年 12 月），No. 117（2022 年 3 月） 

 ※Web サイトでの電子版の公開 
c．日本沙漠学会講演要旨集 

日本沙漠学会 2022 年度総会記事（総務報告）
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・第 32 集（第 32 回学術大会，2021 年 5 月 29 日～5 月 30 日） 
 ※Web サイトでの電子版の公開 

d．学会ホームページによる情報提供 

・学会ホームページによる活動状況に関する情報提供を行った．理事会，分科会，

シンポジウム，関連学協会の催事等の開催案内と報告等をタイムリーに掲載し

更新した． 
 

33））講講演演会会及及びび研研究究会会等等のの開開催催  
a．第 32 回学術大会 

・2021 年 5 月 29 日（土）～5 月 30 日（日），当初は北海道（酪農学園大学）で

の開催を予定していたが，新型コロナウィルス感染拡大の影響下で対面での開

催は困難であると判断し，オンラインでの実施とした．ポスター発表について

は，事前に Google ドライブにてポスターを掲示しコメント機能で質疑応答・

討論を行い，さらにショートプレゼンテーションを併用した． 
b． 2021 年度秋季シンポジウム 

・2021 年 12 月 11 日（土）に「with コロナでの沙漠研究：post コロナに向け

てのグッドプラクティスをシェアしよう」と題してオンライン（Zoom）形式で

開催した．2020 年度，2021 年度に学会員に対して行った緊急アンケート「海

外調査への新型コロナ影響アンケート」の後，再開した現地調査・業務の状況

について紹介するとともに，特に先進的な事例を紹介した． 
c．その他 

・なし 
 

44））分分科科会会等等のの活活動動  
a．沙漠工学分科会（2022 年 3 月 31 日現在，登録者数：14 名） 

会長：田島 淳（東京農業大学） 
幹事：鈴木伸治（東京農業大学） 
連絡先（事務局）：〒156-8502 世田谷区桜丘 1-1-1 

東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科 
Tel：03-5477-2351，Fax：03-5477-2620 
E-mail：s4suzuki@nodai.ac.jp 

活動実績：2022 年 2 月に第 33 回講演会を行う予定であったが，新型コロナウィ

ルス感染拡大に伴い東京都で 12 月に発令された蔓延防止等重点措置が延長され

たため，今年度も開催を見送った． 
b．乾燥地農学分科会（2021 年 3 月 31 日現在，登録者数：181 名） 

会長：石川祐一（秋田県立大学） 
連絡先（事務局）：〒914-0041 東京都町田市玉川学園 8-3-23 

（株）アースアンドヒューマンコーポレーション気付 
FAX：018-872-1677 
E-mail：owner-cadal@iijnet.or.jp 

87
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活動実績：（1）2021 年 11 月 25 日（木），第 30 回講演会「地球温暖化と乾燥地

の食から未来を探る」のテーマで Web 開催した．話題提供者と演題は，石川祐

一(秋田県立大学)「本公演会の開催趣旨について」，篠田雅人（名古屋大学）「人

類と砂漠化―近未来ビジョン―」，岩井雅之（ファームドゥホールディングス）

「国内外でのソーラーシェアリング事例およびイスラエル灌漑システム・ヤシバ

ッグ（スリランカ産）と IT 技術の導入｣，片山直美（名古屋女子大）「昆虫食（未

来食）それは地球の食糧危機を救い宇宙の長期旅行を可能にする」，石本雄大（青

森公立大）「アフリカ半乾燥地における小規模農家の食生活とマメ食－ブルキナ

ファソ北部およびザンビア南部の事例－」（以上，敬称略）である．54 名の参加

者を得た．（2）学会ニューズレター「おあしす」内の記事として分科会機関紙

「CADAL ニュース」第 67 号を掲載した（おあしす 31(3)）．（3）メーリングリ

ストを開設・運用しており，関連する講演会・シンポジウムの開催および参加者

の情報提供等に活用された． 
c．沙漠誌分科会（2021 年 3 月 31 日現在，登録者数：64 名） 

会長：縄田浩志（秋田大学国際資源学部） 
連絡先（事務局）：〒010-8502 秋田市手形学園町 1 番 1 号（河合研究室） 

E-mail：sabakushi.c@gmail.com 
活動実績：（1）2021 年 12 月 19 日（日）、秋田大学（秋田市）にて、沙漠誌分科

会研究会「フリー＆オープンソースソフトウェアを用いたフィールドワークと

分析の実践①」を開催した。（2）2021 年 12 月 18 日（土）、秋田大学（秋田市）

で開催された人間文化研究機構「現代中東地域研究」秋田大学拠点次世代共同

研究「“熱”からみる自然資源利用の知と実践―中東・ユーラシア乾燥地をフィ

ールドに―」第 5 回研究会を共催した。  
d．風送ダスト研究会 （2021 年 3 月 31 日現在，会員数：12 名） 

会長：黒崎泰典（鳥取大学） 
連絡先（事務局）：〒680-0001 鳥取市浜坂 1390 

鳥取大学 乾燥地研究センター 
TEL：0857-21-7032， FAX：0857-29-6199 

 

  55））国国内内外外のの研研究究者者・・関関係係機機関関ととのの交交流流及及びび協協力力  

a．Desert Technology XIV／International Conference on Arid Land（DT14/ ICAL：
2021 年 9 月 7 日～9 月 10 日） がオンラインで実施された． 

b．International Desert Council（IDC：2021 年 9 月 8 日） がオンラインで実施さ

れ，次回 DT15/ICAL の開催（Jordan 2023）について議論がなされた． 
c．日本地球惑星科学連合での活動． 
d．地理学連携機構・地理関連学会連合への協力． 
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（（22））22002211 年年度度決決算算報報告告  
 

（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日）       （単位：円） 
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（（33））貸貸借借対対照照表表おおよよびび監監査査報報告告  
 

貸 借 対 照 表 
（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 
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22．．22002222 年年度度事事業業計計画画及及びび予予算算（（案案））  
（（11））22002222 年年度度事事業業計計画画（（案案））  

11））会会務務  
a．会員   2022 年 4 月 1 日現在，会員数は以下の通り． 

名誉会員：   4 名      正会員 ：  203 名 
学生会員：  22 名      賛助会員：    4 社 
購読会員：   4 機関 

b．会議 
（a）日本沙漠学会 2022 年度総会 
・2022 年 6 月 11 日（土）北海道足寄町-Web ハイブリッド開催． 

（b）評議員会（第 32 回） 
・2022 年 4 月 16 日（土）Web 会議室にて既に開催． 

（c）理事会（第 152 回） 
・2022 年 4 月 16 日（土）Web 会議室にて既に開催．他 4 回の開催． 

（d）総務委員会 適宜開催する． 
（e）財務委員会 適宜開催する． 
（f）編集委員会 適宜開催する． 
（g）企画委員会 適宜開催する． 
（h）学会賞審査委員会  
・2022 年 6 月 11 日（土），第 33 回学術大会におけるベストポスター賞の審査を

行う．また委員会を適宜開催する． 
（i）学会会員数減少への対策検討委員会 適宜開催する． 
（j）会則等改定委員会 会長の要請により適宜開催する． 
 

 22））刊刊行行物物  
a．日本沙漠学会誌「沙漠研究」 

・Vol. 32 No. 1（2022 年 6 月），Vol. 32 No. 2（2022 年 9 月）， 
Vol. 32 No. 3（2022 年 12 月），Vol. 32 No. 4（2023 年 3 月） 
※J-Stage による電子版の公開と年度末の合本号冊子の発行 

b．ニューズレター「おあしす」 
・No. 118（2022 年 6 月），No. 119（2022 年 9 月）， 
 No. 120（2022 年 12 月），No. 121（2023 年 3 月） 
 ※Web サイトでの電子版の公開 

c．日本沙漠学会講演要旨集 
・第 33 集（第 33 回学術大会，2022 年 6 月 11 日） 
 ※Web サイトでの電子版の公開 

d．日本沙漠学会ホームページでの適宜情報発信，入会案内の更新． 
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 33））講講演演会会のの開開催催  
a．第 33 回学術大会 

・2022 年 6 月 11（土）～6 月 12 日（日）北海道足寄町-Web ハイブリッド開催

（研究発表会・総会・学会賞授与等）． 
・2022年 6月 11日（土） 第 33回学術大会企画シンポジウム「放牧酪農とSDGs」
（足寄町町民センター・多目的ホール） 

b．秋季シンポジウム 
・2022 年 10 月 15 日（土）に「遊牧を考える―過去・現在・未来（仮）」と題し

て，ハイブリット方式またはオンライン形式で開催予定． 
c．その他 

・適宜ミニシンポジウムを開催． 
 

44））分分科科会会講講演演会会等等のの活活動動  
a．沙漠工学分科会 

・2022 年 12 月ごろに第 33 回沙漠工学分科会講演会を開催予定． 
・分科会会員と関連団体組織等との交流（共同研究等）． 

b．乾燥地農学分科会 
・2022 年 11 月に第 31 回乾燥地農学講演会を開催 
・分科会機関誌「CADAL ニュース」第 68 号をおあしすに掲載 

c．沙漠誌分科会 
・沙漠研究の特集論文として，2018 年 10 月開催の研究会「サウディアラビア、

ワーディ・ファーティマ半世紀前の記録とその活用に向けた方法論の検討」に

関する小特集への投稿を継続。2019 年度秋季シンポジウム「半世紀前の写真

資料の研究活用：サウディアラビア，ワーディ・ファーティマ地域における再

調査から」に関する小特集を企画・投稿．  
d．風送ダスト研究会 

 
55））国国内内外外のの研研究究者者・・関関係係機機関関ととのの交交流流及及びび協協力力  
a．Desert Technology XV（2023 年５月）ヨルダン（死海）開催への協力． 
b．日本地球惑星科学連合活動への協力． 
c．地理学連携機構・地理関連学会連合活動への協力． 
d．その他 国内外の講演会等への協力・関係機関との交流及び協力． 
 

 66））そそのの他他本本会会のの目目的的達達成成ののたためめのの事事業業  
   役員選挙に関する活動，その他必要な事業を随時開催． 
  
（（22））22002222 年年度度予予算算（（案案）） 
 

（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）       （単位：円） 

（2023 年５月*）ヨルダン

*：Desert Technology XV の日程は，2023 年 6 月開催に変更されました．
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33．．学学会会賞賞審審査査報報告告  
 
該当者なし 
 

 

44．．そそのの他他  

8 
 

 33））講講演演会会のの開開催催  
a．第 33 回学術大会 

・2022 年 6 月 11（土）～6 月 12 日（日）北海道足寄町-Web ハイブリッド開催

（研究発表会・総会・学会賞授与等）． 
・2022年 6月 11日（土） 第 33回学術大会企画シンポジウム「放牧酪農とSDGs」
（足寄町町民センター・多目的ホール） 

b．秋季シンポジウム 
・2022 年 10 月 15 日（土）に「遊牧を考える―過去・現在・未来（仮）」と題し

て，ハイブリット方式またはオンライン形式で開催予定． 
c．その他 

・適宜ミニシンポジウムを開催． 
 

44））分分科科会会講講演演会会等等のの活活動動  
a．沙漠工学分科会 

・2022 年 12 月ごろに第 33 回沙漠工学分科会講演会を開催予定． 
・分科会会員と関連団体組織等との交流（共同研究等）． 

b．乾燥地農学分科会 
・2022 年 11 月に第 31 回乾燥地農学講演会を開催 
・分科会機関誌「CADAL ニュース」第 68 号をおあしすに掲載 

c．沙漠誌分科会 
・沙漠研究の特集論文として，2018 年 10 月開催の研究会「サウディアラビア、

ワーディ・ファーティマ半世紀前の記録とその活用に向けた方法論の検討」に

関する小特集への投稿を継続。2019 年度秋季シンポジウム「半世紀前の写真

資料の研究活用：サウディアラビア，ワーディ・ファーティマ地域における再

調査から」に関する小特集を企画・投稿．  
d．風送ダスト研究会 

 
55））国国内内外外のの研研究究者者・・関関係係機機関関ととのの交交流流及及びび協協力力  
a．Desert Technology XV（2023 年５月）ヨルダン（死海）開催への協力． 
b．日本地球惑星科学連合活動への協力． 
c．地理学連携機構・地理関連学会連合活動への協力． 
d．その他 国内外の講演会等への協力・関係機関との交流及び協力． 
 

 66））そそのの他他本本会会のの目目的的達達成成ののたためめのの事事業業  
   役員選挙に関する活動，その他必要な事業を随時開催． 
  
（（22））22002222 年年度度予予算算（（案案）） 
 

（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）       （単位：円） 



OASIS 32 (1) 2022  xv

10 
 

 

2021 年 10 月 9 日に開催されました理事会（日本沙漠学会第 151 回理事会）において、以下の内規

第 10 条の改正案について諮られ，承認されました．これは、学会賞の一つである「奨励賞」の対象

範囲を博士課程修了後 10 年以内の会員まで広げ，さらに「自薦」を可とした改正です（おあしす

（31-2）「学会記事」）． 
 

日本沙漠学会 内規 
改正案 現行 

第 10 条 日本沙漠学会学会賞，学術論文賞，進歩賞お

よび奨励賞に関する内規 

(4) 日本沙漠学会奨励賞は，乾燥・半乾燥地に

関する萌芽的研究業績を挙げた会員に授与

する．この場合の受賞者は，当該年度にお

いて 35 歳以下の会員，博士課程在籍者ま

たは博士課程修了後 10 年以内の会員とす

る.  
 

(9) 受賞候補者の推薦者は，候補者の業績およ

び推薦書を推薦期限までに審査委員会（幹

事）宛に郵送してなければならない. 推薦

者の資格は会員とし，奨励賞のみ「自薦」

を可とする．なお，審査委員会の求めに応

じて必要な資料を提出しなければならな

い. 
 
付則 

(9) 本内規は 2021年 10 月 9日より発効する．（2021 年

10 月 9 日改正，第 10 条の奨励賞に関する内規の改正） 

第 10 条 日本沙漠学会学会賞，学術論文賞，進歩賞お

よび奨励賞に関する内規 

(4) 日本沙漠学会奨励賞は，乾燥・半乾燥地に

関する萌芽的研究業績を挙げた会員に授与

する．この場合の受賞者は，原則として，

当該年度において 35 歳以下の会員とす

る. なお，35 歳を超えた会員を奨励賞に推

薦する場合には，その理由書を添付する． 
 

(9) 受賞候補者の推薦者は，候補者の業績およ

び推薦書を推薦期限までに審査委員会（幹

事）宛に郵送してなければならない. 推薦

者の資格は会員とし，「自薦」は含まな

い.なお，審査委員会の求めに応じて必要

な資料を提出しなければならない. 
 
 

内規記載ページ： https://www.jaals.net/規約/内規/ 
 
   
    
 
 
  

9 
 

 

33．．学学会会賞賞審審査査報報告告  
 
該当者なし 
 

 

44．．そそのの他他  
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22002200～～22002222 年年度度日日本本沙沙漠漠学学会会役役員員  

会  長 森尾貴広 

副 会 長 鈴木伸治 田中 徹 

監   事 渡邉文雄 豊田裕道 

 

理  事（総務担当） 島田沢彦 田島 淳 

     （財務担当） 髙橋新平 矢沢勇樹 

        （編集担当） 川端良子 小島紀徳 

        （企画担当） 小長谷有紀 石川祐一 

        （学会賞担当） 渡邊三津子 的場泰信 

評 議 員 安部 豊 石川祐一 入江光輝 牛木久雄 川端良子  

 北村義信 小島紀徳 児玉香菜子 小長谷有紀 酒井裕司  

 真田篤史 篠原 卓 島田沢彦 菅沼秀樹 鈴木伸治  

 髙橋新平 田島 淳 田中 徹 豊田裕道 縄田浩志  

 平田昌弘 藤巻晴行 的場泰信 三木直子  森尾貴広  

 森  卓 矢沢勇樹 依田清胤 渡邉文雄 渡邊三津子 

顧  問 安部征雄 森  卓 
 

委 員 会（参考） 

 総務委員会（※1委員長 ※2事務局 W: Webmaster） 

 島田沢彦※1,W 田島 淳 真田篤史 篠原 卓 齋藤哲治※2 

 財務委員会（※1委員長） 

 髙橋新平※1 矢沢勇樹 

 編集委員会（※1委員長 ※2名誉委員長 ※3副委員長 ※4事務局） 

 川端良子※1 小島紀徳※2  安部征雄※2  酒井裕司※3 Tim Davis 

 Richard Harper 安部 豊 石川祐一 石本雄大 石山 隆  

 入江光輝 遠藤 仁 川田清和 北村義信 児玉香菜子  

 周 建中 菅沼秀樹 髙橋新平 地田徹朗 豊田裕道  

 縄田浩志 平田昌弘 藤巻晴行 的場泰信 三木直子 

 森尾貴広 渡邊三津子 三角誠司※4 

  企画委員会（※1委員長） 

 小長谷有紀※1 石川祐一 

 学会賞審査委員会（※1委員長 ※2幹事） 

 渡邊三津子※1  的場泰信※2 安部 豊 石本雄大 

 
分科会長（※1沙漠工学 ※2乾燥地農学 ※3沙漠誌 ※4風送ダスト） 

田島 淳※1  石川祐一※2  縄田浩志※3  黒崎泰典※4
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日日本本沙沙漠漠学学会会名名誉誉会会員員  

安部征雄，牛木久雄，都留信也，真木太一 
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学 会 事 務 局 

2020～～2022 年年度度 
日本沙漠学会事務局は，下記の機関において役割分担しています．用件の内容に応じて担当に

ご連絡下さい． 
【日本沙漠学会事務局】 

〒104-0033 東京都中央区新川 2-22-4 共立ビル 2Ｆ 株式会社共立内 
Tel：03-3551-9896 Fax：03-3553-2047  Email：jaals@kyouritsu-online.co.jp 

【日本沙漠学会総務担当】 
〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1 
島田沢彦：東京農業大学地域環境科学部生産環境工学科 
Tel：03-5477-2767 Fax：03-5477-2941 E-mail：shima123@nodai.ac.jp 
田島 淳：東京農業大学地域環境科学部生産環境工学科 
Tel：03-5477-2345 Fax：03-5477-2941 E-mail：tajima@nodai.ac.jp 

【日本沙漠学会財務担当】 
〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1 
髙橋新平：東京農業大学地域環境科学部造園科学科 
Tel：03-5477-2424 E-mail：shinpei@nodai.ac.jp 

〒275-0016 千葉県習志野市津田沼 2-17-1 
矢沢勇樹：千葉工業大学工学部応用化学科 
E-mail：yuuki.yazawa@p.chibakoudai.jp 

【日本沙漠学会編集委員会】 
〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5-8 
川端良子：東京農工大学農学研究員国際環境農学部門 
Tel：042-367-5735  E-mail： yoshikok@cc.tuat.ac.jp 

編集事務局：株式会社共立 三角誠司気付 
〒104-0033 東京都中央区新川 2-22-4 共立ビル 2Ｆ 
Tel：03-3551-9896 Fax：03-3553-2047 E-mail：jals.editorial@gmail.com 

【日本沙漠学会 Web 担当】 
〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1  
島田沢彦：東京農業大学地域環境科学部生産環境工学科広域環境情報学研究室 
Tel：03-5477-2767 Fax： 03-5477-2620 E-mail：shima123@nodai.ac.jp 

【日本沙漠学会ホームページアドレス】 
http://www.jaals.net/ 
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遊動と牧畜が結びついた生業，数千年にわたる辺境地の生活，広く薄い草原利用，それが遊牧，各界のスペシャリ
ストが，皆さんとともに遊牧の過去・現在・未来を俯瞰することで，その起源・原理・持続性に迫る，「遊牧の行く
先はどこか，持続的遊牧は可能なのか」，をいま問いかける．

日時：2022年 10月 15日（土） 13：00～17：00

場所：オンライン・対面のハイブリッド
レクトーレ湯河原
    〒 259-0313 神奈川県足柄下郡湯河原町鍛冶屋 572-1

タイトル：遊牧を考える―過去・現在・未来

プログラム

13：00～13：05　開会挨拶：森尾貴広（日本沙漠学会 会長 /筑波大学　教授）
13：05～13：10　開会挨拶：Battsetseg, B.（モンゴル獣医学研究所　所長）
13：10～13：20　趣旨説明：篠田雅人（名古屋大学　教授）

過去セッション　司会：上村　明（東京外語大学　研究員）
13：20～13：40　考古学から考える：白石 典之（新潟大学　教授）
13：40～14：00　近現代史から考える：尾崎 孝宏（鹿児島大学　教授）
14：00～14：10　質疑応答
（休憩）
現在セッション　司会：吉原　祐（三重大学 准教授）
14：20～14：40　エージェントモデルで考える：宮坂隆文（名古屋大学　助教）
14：40～15：00　野生動物の遊動から考える：伊藤健彦（麻布大学　客員教授）
15：00～15：10　質疑応答
（休憩）
未来セッション　司会：鬼木俊次（国際農林水産業研究センター　主任研究員）
15：20～15：40　気候の将来予測から考える：立入　郁（海洋研究開発機構　グループリーダー）
15：40～16：00　国際情勢から考える： 小宮山博（名古屋大学　客員教授）
16：00～16：10　質疑応答

16：10～16：55　総合討論（モデレーター：篠田雅人，各セッションまとめ：司会者）
16：55～17：00　閉会挨拶：鈴木伸治（日本沙漠学会　副会長 /東京農業大学　教授）

主催：日本沙漠学会
後援：科研費・基盤研究（A）「多重時空間エージェントモデルが拓く遊牧の科学」，国際共同研究強化（B）「気候・

社会変動適応のためのモンゴル遊牧ビジョン 2050」，名古屋大学環境学研究科・地球規模課題 3「生態系サー
ビスとランドスケープ」

問い合わせ先：シンポジウム実行委員（甲野耀登）
　　　　　　　〒 464-8601 名古屋市千種区不老町　名古屋大学大学院　環境学研究科
　　　　　　　tel: 052-788-6045, e-mail: kloenpo（a）gmail.com ※（a）を@に変更してください .

2022 年　日本沙漠学会　秋季シンポジウムのお知らせ
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The DT XV International Conference on Arid Landが 2023年 6月 3－6日にヨルダンで開催されます．参加・発表申
し込み等詳細については決まり次第お知らせいたします．

The DT XV International Conference on Arid Land 3-6 June 2023 JORDAN　開催のお知らせ

 
The DT XV International Conference on Arid Land 3-6 June 2023 JORDAN 開催のお知
らせ（第一報） 
 
DT15 conference, Jordan, Dead Sea,  
3-6 June 2023 
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日本沙漠学会第 153 回理事会

日　時：2022年 4月 16日（土）13：00～15：00

場　所：Web会議
出　席：森尾貴広（会長），鈴木伸治，田中徹（以上，

副会長），渡邉文雄（以上，監事），矢沢勇樹，
高橋新平，川端良子，小島紀徳，小長谷有紀，
渡邊三津子，的場泰信，田島淳，島田沢彦（以
上，理事），森卓（以上，顧問），酒井裕司（副
編集委員長），真田篤史，篠原卓（以上，総務
委員），縄田浩志（以上，分科会会長），齋藤哲
治（事務局）

委任状：石川祐一
議　題：

Ⅰ．審議事項

1．2022年度総会への提出議案について
　・資料に基づき，以下の議題について審議し，承認さ

れた．
　　① 2021年度活動報告（島田総務担当理事より報告）
　　② 2021年度決算報告（高橋財務担当理事より報告）
　　③ 2021年度会計監査（渡邉監事より報告）
　　④ 2022年度活動計画（島田総務担当理事より報告）
　　⑤ 2022年度予算（高橋財務担当理事より報告）
　　⑥その他：内規の改正報告等（学会賞：評議委員会

では報告）（島田総務担当理事より報告）
　・2022年度活動計画の「Webニューズレター発行」

について，現在は HPでの情報発信が中心となり，
おあしすも HPで公開されているため，「Webニュー
ズレター」の文言を削除し，「ホームページでの適
宜情報発信」に含めることとなった．

　・DT15の開催準備の進捗状況については随時確認を
行う．

　・2022年度予算の印刷費について，総会資料が電子
媒体のみになったため，備考欄の「総会」の文言を
削除する．

　・総会資料について，審議の結果承認され，評議員会
で審議することとなった．

2．2021年度学会賞の審査結果
・学会賞審査委員会委員長の渡邊理事から，該当者な
しとの報告があり，承認された．

・学会賞の推薦を促すために内規の改正も行ったが，
その改正が 2021年度学会賞の推薦締め切りに近い
時期となってしまったので，周知が間に合わなかっ
たことが意見として出された．

・総会や講演会で学会賞の推薦について案内する．

学会記事

3．第 33回学術大会と 2022年度総会の開催について
　・6月 11日（土），12日（日）に北海道足寄で開催さ

れる第 33回学術大会と 2022年度総会をオンサイト
とオンラインのハイブリッド開催する案が提案され
た．現状では，国内出張に関する規制が少なくなっ
ており，クラスター感染の発生は集団での飲食時が
主であると考えられる．また，森尾会長や島田理事
から，開催地の現状として，オンサイト開催不可と
なる規制情報はなく，開催会場の使用規定も問題は
ないことが説明された．以上の議論の結果，現時点
ではハイブリッド開催案が承認された．今後の感染
状況により，開催方法を変更する可能性もある．
・口頭発表は原則オンサイトでのみ行う予定である．

Ⅱ．報告事項

1．投稿論文審査状況報告
　・投稿論文審査状況，沙漠研究 32巻 1号までの編集の
進捗状況について報告があった．

　・6月刊行（J-STAGE）の 32巻 1号には，原著論文 1件
が掲載される．小特集は 2件が進行中である．

　・拡大編集委員会は，6月 10日（学術大会前日）に大会
開催地で開催する．

2．DT14ICALの特集号について
　・通常刊行の 4号のうちの 1号として含めず J-STAGE

のみで公開すること，冊子体の合本には含めないこ
とが報告された．

　・今後の DT開催後の特集号も同様の刊行方法となる
ことが報告された．

　・6月中に刊行予定である．
3．秋季シンポジウムの特集について

　・2022年 10月 15日（土）13時～17時に「遊牧を考
える－過去・現在・未来（仮）」のテーマで開催す
ることが報告された． 

4．地理学関連学会連合
　・Scopusへの採録を目指していることが報告された．
　・International Geodiversity Dayについて，サポーター

表明することを奨励された．
　・高校で「地理総合」が開講されることになり，教員

への教育の機会を地理学会が中心となって提供して
いることが紹介された．

　・博物館の法制度の現状と課題や，パンデミックと社
会に関する連絡会議などについて紹介された．
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5．地理関連学会連合－人文・経済地理関連学会協議
会合同総会

　・2021年度地理学連携機構や地理関連学会連合など
の活動が報告された．

　・国連の制定した「持続可能な発展のための国際基礎
科学年（2022年 6月 30日～2023年 6月 30日）」に，
日本沙漠学会も協賛機関として登録されている．そ
のため，今後は関連イベントの実施を検討したい．

6．おあしす
　・31巻 4号の編集状況について報告された．
　・鈴木理事から，表紙の写真について，掲載論文に関

連する写真を使用することが提案された．今後，編
集委員と相談して進める．

Ⅲ．その他

1．「乾燥地林」（吉川 2022）の書評について，小長
谷理事に依頼し，承諾を得た．

2．「熱帯作物学」（志和地・遠城編 2022）の書評に
ついて，鈴木副会長に依頼し，承諾を得た．

3．名誉会員の評議員任期について
　・牛木久雄名誉会員に名誉会員証を贈呈することが報

告された．
　・牛木名誉会員は現評議員のため，現在の任期は評議

員のままとし，次回評議員選挙から被選挙権を持た
ないことが確認された．

4．次回以降の大会・シンポジウムについて
　・2023年（第 34回）大会は，宮崎大学（入江大会委

員長）で 5月 27，28日に開催予定．
　・DT15/ICAL2023 は，Jordan で 2023 年 3 月 12～15

日（第一候補）あるいは 11月 5～8日（第二候補）
に開催予定．

5．第 154回理事会は，2022年 7月 16日（土）14

時から Zoomで開催予定である．

日本沙漠学会令和 4 年度評議員会

日　時：2022年 4月 16日（土）15：00～16：30

会　場：Web会議
出　席：森尾貴広（会長），鈴木伸治，田中徹（以上，

副会長），渡邉文雄（監事），矢沢勇樹，高橋新
平，川端良子，小島紀徳，小長谷有紀，渡邊三
津子，的場泰信，田島淳，島田沢彦（以上，理事），
安部豊，入江光輝，北村義信，児玉香菜子，酒
井裕司，菅沼秀樹，平田昌弘，依田清胤（以上，
評議員）， 安部征雄，森卓（以上，顧問），真田
篤史，篠原卓（以上，総務委員），齋藤哲治（事
務局）

委任状： 石川祐一，豊田裕道，三木直子

評議員会議題（定数の 1/3 で成立）

Ⅰ．審議事項

　 1．2022年度総会への提出議案について
　・以下の総会議案について各担当理事から説明があ

り，審議の結果承認された．
　　① 2021年度活動報告（島田総務担当理事より報告）
　　② 2021年度決算報告（高橋財務担当理事より報告）
　　③ 2021年度会計監査（渡邉監事より報告）
　　④ 2022年度活動計画（島田総務担当理事より報告）
　　⑤ 2022年度予算（高橋財務担当理事より報告）
　・安部豊評議員から，日本地球惑星科学連合で日本沙

漠学会としてどのような活動を行っているか質問が
あった．森尾会長から，会議への参加や意見の提出
などの活動内容が説明された．また，鈴木副会長か
ら，送風ダスト分科会で webinar会議を実施した例
があることが説明された．なお，日本地球惑星科学
連合の会議が日本沙漠学会の学術大会の日程と重な
ることが多く，参加が難しかったことも説明された．

　・総会資料について，審議の結果承認された．

Ⅱ．報告事項

　 1．学会賞の審査結果
　・学会賞審査委員会委員長の渡邊理事から，該当者な

しとの報告があった．
　・学会賞の推薦を促すために内規の改正も行ったが，

その改正が 2021年度学会賞の推薦締め切りに近い
時期となってしまったので，周知が間に合わなかっ
たことの意見が紹介された．

　・総会や講演会で学会賞の推薦について案内する．
　・小島評議員から学会賞推薦のための委員会を設置す

る提案があり，内規や会則の改正を伴う可能性もあ
るが，今後の検討課題とすることとなった．

　 2．内規改正
　・奨励賞の対象範囲を「博士課程在籍者または博士課

程修了後 10年以内の会員」とし，奨励賞のみ「自薦」
を認める内容に改正することが報告された．

　 3．第 33回学術大会と 2022年度総会の開催について
　・6月 11日（土），12日（日）に北海道足寄で開催さ

れる第 33回学術大会と 2022年度総会について，現
時点ではオンサイトとオンラインのハイブリッド開
催を予定していることが報告された．

　 4．おあしす 31（4）
　・31巻 4号の編集状況について報告された．

Ⅲ．その他

　 1．名誉会員証授与
　・牛木久雄名誉会員に名誉会員証を郵送したことが報

告された．
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＊　＊　＊　＊　＊　会　員　動　向　＊　＊　＊　＊　＊

アースアンドヒューマンコーポレーション 194-0041 　町田市玉川学園 8-3-23 Tel：042-710-7661

株式会社ウイジン 158-0097 　世田谷区用賀 2-12-14 Tel：03-3700-0531

NTC インターナショナル株式会社 136-0071 　東京都江東区亀戸 1-42-20 Tel：03-6892-3401

株式会社大林組技術研究所 204-8558 　清瀬市下清戸 4-640 Tel：0424-95-1060

**********************************　賛助会員・団体会員名簿　************************************

*********************************************************************************************************** 

●新入会員

正会員
中村　友紀（ID：1162，日本工営株式会社）
Hamed Ebrahimian（ID1166，鳥取大学）
八木　風輝（ID：1167，国際農林水産業研究センター）

学生会員
ウニバト（ID：1163，千葉大学）
村尾　香里（ID：1164，東京農業大学地域環境科学部）
ERUKUDI COLUMBUS ACHAM（ID：1165，鳥取大学）

●退会会員

正会員
　須藤　　昇
学生会員
　小辻　龍郎

　 2．今後の大会・シンポジウム予定
　・2022年 10月 15日（土）13時～ 17時に「遊牧を

考える－過去・現在・未来（仮）」のテーマで春季
シンポジウムを開催することが報告された．

　・2023年（第 34回）大会は，宮崎大学（入江大会委
員長）で 5月 27，28日に開催予定．

　・DT15/ICAL2023 は，Jordan で 2023 年 3 月 12 ～ 15

日（第一候補）あるいは 11月 5～ 8日（第二候補）

に開催予定．
　 3．その他
　・森尾会長から，2022年 3月 29日付で日本地球惑星

科学連合からリーダーシップとしてウクライナ情勢
に関する声明が発出されていることが報告された．

　・入江評議員から，PEACEで来日したアフガニスタ
ン学生が帰国できない，来日予定だったが来日でき
ないなどの問題が生じていることが報告された．


